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Edoxaban suppresses the Progression of Atrial Fibrosis and  






















       
             
【目的】 
 血液凝固第 Xa 因子は protease-activated receptors (PARs)を介してさまざまな組織の








犬 18 頭をシャム群、プラセボ群、エドキサバン群にそれぞれ 6 頭ずつ振り分けた。
第 0 日に各群とも心室ペースメーカーを植え込んだ。術 2 日後よりプラセボ群では
プラセボ、エドキサバン群ではエドキサバン 2mg/kg/日を連続 19 日間経口投与した。





























物モデルで PAR2 の過剰発現が心筋の炎症・線維化を誘導し、また Xa 阻害薬が PAR2
を介して心房筋の炎症・線維化を抑制することが報告されている。本研究の結果は、
エドキサバンが Xa/PAR2 経路を抑制することにより PAR2 とコラーゲン増生の基盤
となる細胞外マトリックスであるフィブロネクチンの過剰発現を抑制することによ
りその下流にある炎症・線維化を抑制し、結果として心房細動の持続を抑制したと
結論した。 
 
